
校 長 会 報 第356号（令和３年９月７日）（1） （昭和41年７月20日創刊）

題字…今山政三郎氏

発　行　所
新潟県小学校長会広報部
新潟市中央区万代1－3－30
万代シテイホテルビル3階
ＴＥＬ　025－290－2231
ＦＡＸ　025－245－6060

E-mail：nksgko@niigata-inet.or.jp
印刷所　株式会社 文久堂

新
潟
県
小
学
校
長
会　

副
会
長

　

吉　

田　
　
　

隆

校
長
の
覚
悟

「
運
動
会
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
思

っ
て
い
た
け
ど
、
三
密
に
な
ら
な
い
市
の
陸

上
競
技
場
で
開
催
で
き
て
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

　

昨
年
度
の
卒
業
生
の
言
葉
で
あ
る
。

　

ウ
イ
ル
ス
禍
の
中
で
、
運
動
会
や
修
学
旅

行
を
は
じ
め
、
様
々
な
教
育
活
動
の
実
施
の

是
非
は
校
長
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

　

平
成
の
十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
徐
々
に

校
長
の
裁
量
権
は
拡
大
さ
れ
、
校
長
の
意
思

が
様
々
な
教
育
活
動
や
組
織
運
営
に
色
濃
く

反
映
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
今

ほ
ど
、
校
長
の
裁
量
が
広
が
っ
た
こ
と
は
な

い
。

　

校
長
の
裁
量
権
の
拡
大
は
、
社
会
に
開
か

れ
た
教
育
課
程
の
編
成
や
、
創
意
と
活
力
あ

ふ
れ
た
学
校
づ
く
り
に
必
要
不
可
欠
な
要
素

で
あ
る
。
た
だ
し
、
ウ
イ
ル
ス
禍
に
お
け
る

判
断
基
準
は
不
明
確
で
あ
り
、
校
長
の
意
思

決
定
能
力
が
大
き
く
問
わ
れ
る
事
態
と
な
っ

て
い
る
。

　

基
準
と
は
言
え
な
い
が
、
判
断
の
根
拠
と

な
る
も
の
は
あ
る
。
そ
れ
は
、
子
ど
も
の
健

康
や
命
、
そ
し
て
成
長
を
保
障
で
き
る
か
否

か
と
い
う
教
育
の
本
質
部
分
で
あ
る
。
決
し

て
、
世
間
の
目
や
一
部
の
批
判
を
避
け
る
こ

と
が
判
断
の
根
拠
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

同
調
圧
力
に
流
さ
れ
、
近
視
眼
的
な
判
断

を
し
た
時
、
未
来
に
禍
根
を
残
す
だ
ろ
う
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
今
の
学
年
は
一
生
に

一
度
。
今
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の

チ
ャ
ン
ス
を
奪
え
ば
、
い
ず
れ
歪
み
と
な
っ

て
現
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

批
判
の
矢
面
に
立
つ
覚
悟
を
も
っ
て
、
校

長
の
裁
量
権
を
行
使
す
る
。
校
長
に
と
っ
て

厳
し
い
局
面
だ
が
、
こ
れ
も
裁
量
権
が
拡
大

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
責
任
の
重
さ
で
あ
り
、

一
校
を
預
か
る
校
長
の
醍
醐
味
で
も
あ
る
。

　

明
確
な
答
え
の
な
い
予
測
困
難
な
社
会
で

の
生
き
方
を
、
校
長
自
ら
子
ど
も
た
ち
に
示

そ
う
で
は
な
い
か
。

�

（
新
潟　

新
潟
小
学
校
）

令
和
三
年
度

第
一
回  

県
小
評
議
員
会
（
報
告
）

日
時
　
六
月
二
十
四
日
（
木
）
十
四
時
～
十
六
時
十
五
分

会
場
　
上
越
市
［
デ
ュ
オ
・
セ
レ
ッ
ソ
］

一　

開
会
の
挨
拶�

塚
田
会
長

　

新
潟
市
の
教
員
が
逮
捕
さ
れ
る
事
案
が
発

生
し
た
。
教
員
に
よ
る
わ
い
せ
つ
行
為
防
止

の
法
律
が
成
立
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
残
念

な
が
ら
、
校
長
が
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
で
非

違
行
為
が
起
き
て
い
る
。
校
長
と
し
て
、
情

報
収
集
に
努
め
る
こ
と
、
将
来
設
計
を
踏
ま

え
た
指
導
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
校
長
に

よ
る
パ
ワ
ハ
ラ
事
案
も
発
生
し
て
い
る
。
自

分
自
身
が
、
非
違
行
為
を
起
こ
さ
な
い
、
起

こ
さ
せ
な
い
覚
悟
と
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

二　

議
長
選
出�　

加
茂
・
南
蒲
地
区
評
議
員

三　

報　
　

告

　

・
会
務
報
告
・
全
連
小
・
関
ブ
ロ
関
係

四　

協　
　

議

㈠　

各
部
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

１　

対
策
部

　

�　

調
査
項
目
に
つ
い
て
、
学
校
基
本
情
報

の
中
に
、
通
級
指
導
教
室
設
置
に
つ
い
て

の
内
容
を
追
加
し
た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と

働
き
方
改
革
の
取
組
に
つ
い
て
、
満
足
度

の
複
数
回
答
だ
っ
た
も
の
を
、
上
位
三
項

目
を
選
択
し
て
回
答
す
る
よ
う
に
し
た
。

　

２　

福
利
部

　

�　

県
中
学
校
長
会
や
退
職
校
長
会
等
と
連

携
し
て
情
報
収
集
や
調
査
研
究
を
行
い
、

教
職
員
の
給
与
水
準
の
維
持
向
上
や
雇
用

促
進
の
要
望
活
動
に
生
か
す
。
ま
た
、
福

利
厚
生
関
係
団
体
と
の
連
携
を
深
め
、
事

業
の
充
実
を
図
る
。

　

３　

研
修
部

　

�　

三
年
に
一
度
の
全
県
研
究
集
会
を
、
十

月
に
上
越
で
行
う
予
定
で
あ
る
。
研
究
集

会
主
題
「
未
来
を
拓
く
知
を
磨
き　

と
も

に
生
き
る
子
ど
も
を
育
て
る
学
校
経
営
」

の
も
と
、「
校
長
が
主
語
」
の
レ
ポ
ー
ト

を
持
ち
寄
り
、
活
発
に
協
議
し
研
修
を
深

め
る
。

　

４　

広
報
部

　

�　

会
員
の
連
携
と
学
校
経
営
の
改
善
充
実

に
資
す
る
よ
う
、
各
校
長
会
の
活
動
や
当

面
の
課
題
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
。

㈡�　

令
和
三
年
度
全
連
小
石
川
大
会
・
今
後

の
関
ブ
ロ
・
全
連
小
大
会
に
つ
い
て

㈢　

令
和
三
年
度
「
要
望
書
」
に
つ
い
て

五　

連
絡　

次
年
度
代
議
員
会

　

令
和
四
年
五
月
十
一
日
（
水
）

　

主
管　

村
上
市
・
岩
船
郡
小
学
校
長
会

六　

閉
会
の
挨
拶�

吉
田
副
会
長

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、
ウ
イ
ル
ス
禍
に

光
が
差
し
て
き
た
。
登
山
で
言
え
ば
、
ピ
ー

ク
を
越
え
、
下
山
の
途
中
で
あ
る
。
よ
り
一

層
気
を
引
き
締
め
、
安
全
と
教
育
の
ベ
ス
ト

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
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関
東
甲
信
越
地
区
小
学
校
長
研
究
協
議
会
・
栃
木
大
会
の
提
案
発
表

一　

提
案
主
題

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
も
と
に
「
人
と
の
か
か
わ

り
」
に
着
目
し
た
環
境
教
育
の
取
組

　

～
コ
ロ
ナ
禍
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施
～

二　

研
究
の
概
要

㈠　

三
観
点
か
ら
の
全
体
計
画
の
改
善

　
　

環
境
教
育
で
育
て
た
い
「
資
質
・
能
力
」

を
、「
知
識
・
技
能
」「
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
」「
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
」

の
三
つ
の
観
点
か
ら
整
理
し
た
。
生
活

科
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
中
心
に
、

国
語
科
・
社
会
科
・
理
科
等
と
の
関
連
性

を
明
確
に
し
た
。

㈡　

各
学
年
の
指
導
計
画
の
改
善

　
　

全
体
計
画
の
改
善
を
受
け
て
、
教
科
横

断
的
な
学
習
を
取
り
入
れ
た
各
学
年
の
指

導
計
画
に
改
善
し
た
。
特
に
、
①
身
の
回

り
の
自
然
環
境
や
社
会
環
境
を
支
え
る

「
人
」
等
と
の
か
か
わ
り
②
単
元
の
ゴ
ー

ル
に
学
び
考
え
た
こ
と
を
伝
え
た
り
働
き

か
け
た
り
す
る
活
動
、
の
二
点
を
大
切
に

し
た
。

三　

各
学
年
の
実
践
の
具
体
例

㈠　

自
然
環
境
と
人
と
の
か
か
わ
り
の
例

　
　

二
年
生
活
科
で
は
、
用
水
路
で
捕
ま
え

た
ザ
リ
ガ
ニ
を
世
話
し
な
が
ら
、
全
校
児

童
が
観
察
で
き
る
ザ
リ
ガ
ニ
水
族
館
を
つ

く
っ
た
。
さ
ら
に
、
生
き
物
に
と
っ
て
住

㈡　

学
級
経
営
力
を
高
め
る
研
修
の
設
定

　

１　

学
級
づ
く
り
研
修

　

夏
季
休
業
中
に
、
講
師
を
招
聘
し
、

全
教
員
で
学
級
経
営
の
基
本
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
ぶ
。

　

２　

Ｑ
‐
Ｕ
の
結
果
を
も
と
に
し
た
学
級

経
営
研
修

　

一
つ
の
学
級
に
つ
い
て
二
学
期
以
降

の
取
組
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
そ
の
際

も
若
手
教
員
と
中
堅
教
員
で
の
グ
ル
ー

プ
協
議
を
行
い
、
担
任
の
悩
み
を
共
有

し
、
全
教
員
で
学
級
へ
の
支
援
を
確
認

す
る
。

三　

成
果
と
課
題

㈠　

意
図
的
に
若
手
教
員
と
中
堅
教
員
で
グ

ル
ー
プ
協
議
さ
せ
る
こ
と
で
、
中
堅
教
員

の
学
級
経
営
や
学
習
指
導
に
関
す
る
方
策

が
共
有
さ
れ
、
若
手
教
員
の
資
質
・
能
力

の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。

㈡　

研
修
を
通
し
、
中
堅
教
員
が
日
頃
か
ら

若
手
教
員
の
悩
み
を
聞
い
た
り
、
改
善
策

を
提
案
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
、
自
身

の
学
級
経
営
や
学
習
指
導
を
振
り
返
る
契

機
と
な
っ
た
。

㈢　

目
標
達
成
の
た
め
の
方
策
を
、
い
か
に

継
続
さ
せ
る
か
が
課
題
と
な
る
。
そ
の
解

決
の
た
め
に
は
、
誰
が
、
い
つ
、
ど
の
よ

う
に
支
援
し
て
い
く
か
を
明
確
に
し
、
一

人
一
人
に
常
に
目
標
や
方
策
を
意
識
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

み
よ
い
環
境
を
調
べ
、
ま
と
め
た
こ
と
を

全
校
に
伝
え
た
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
、

ザ
リ
ガ
ニ
を
大
切
な
相
手
と
し
て
、
校
地

内
の
ビ
オ
ト
ー
プ
に
放
す
姿
が
生
ま
れ
た
。

㈡　

社
会
環
境
と
人
と
の
か
か
わ
り
の
例

　
　

六
年
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
は
、

「
片
貝
ま
つ
り
」
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
身
近
な
人
た
ち
を
中
心
に
調
べ
、
持
続

可
能
な
ま
つ
り
に
す
る
た
め
の
提
言
を
ま

と
め
た
。
そ
し
て
、
明
治
時
代
の
三
尺
玉

打
上
成
功
ま
で
を
劇
化
す
る
こ
と
を
通
し

て
、
過
去
・
現
在
・
未
来
に
お
け
る
「
片

貝
ま
つ
り
」
と
自
分
と
の
か
か
わ
り
を
考

え
る
姿
が
生
ま
れ
た
。

四　

成
果
と
課
題

㈠　

校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
自

然
・
社
会
環
境
を
生
か
し
た
全
体
計
画
・

年
間
指
導
計
画
を
、「
資
質
・
能
力
」
の

視
点
か
ら
改
善
し
、
実
践
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
地
域
の
環
境
・
人

材
等
の
資
源
を
発
掘
し
、
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
の
活
用
が
進
ん
だ
。

㈡　

単
元
開
発
に
必
要
な
体
験
的
教
職
員
研

修
を
継
続
的
に
実
施
し
、
単
元
を
時
代
に

合
わ
せ
て
修
正
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

学
習
活
動
を
通
し
て
、
児
童
の
問
題
解
決

能
力
を
さ
ら
に
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
く
。

一　

提
案
主
題

　
「
目
標
・
方
策
を
共
有
し
組
織
的
に
資
質
・

能
力
の
向
上
を
図
る
校
内
研
修
の
在
り
方
」

二　

研
究
の
概
要

㈠　

キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
に
基
づ
い
た
教
員

の
育
成

　

１　
「
教
員
等
育
成
指
標
」
並
び
に
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
い
た
目
標
・
方

策
の
設
定

　

教
職
員
評
価
に
係
る
「
自
己
申
告
シ

ー
ト
」
を
作
成
す
る
際
、「
教
員
等
育
成

指
標
」
並
び
に
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に

基
づ
き
各
自
が
目
標
と
方
策
を
定
め
る
。

　

２　

個
々
の
目
標
・
方
策
の
共
有
と
同
僚

か
ら
の
支
援

⑴

一
学
期
の
実
践
に
対
し
、
成
果
と

課
題
を
共
有
す
る
機
会
を
設
定
す
る
。

若
手
教
員
と
中
堅
教
員
の
混
成
グ
ル

ー
プ
を
意
図
的
に
設
定
し
、
参
考
に

な
る
点
、
改
善
点
に
つ
い
て
協
議
す

る
。

⑵

改
善
点
を
参
考
に
、
二
学
期
の
方

策
を
設
定
さ
せ
、
十
月
の
校
長
面
談

で
進
捗
状
況
を
説
明
さ
せ
る
。

⑶

冬
季
休
業
後
に
、
一
学
期
同
様
、

若
手
教
員
と
中
堅
教
員
の
混
成
グ
ル

ー
プ
を
編
成
し
、
二
学
期
の
実
践
の

成
果
と
課
題
に
つ
い
て
再
度
協
議
す

る
機
会
を
設
定
す
る
。
そ
し
て
三
学

期
の
方
策
に
生
か
す
。

⑷

二
月
に
自
己
評
価
さ
せ
、
校
長
が

評
価
面
談
を
実
施
す
る
。
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㈡　

学
級
経
営
力
を
高
め
る
研
修
の
設
定

　

１　

学
級
づ
く
り
研
修

　
　

�　

夏
季
休
業
中
に
、
講
師
を
招
聘
し
、

全
教
員
で
学
級
経
営
の
基
本
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
ぶ
。

　

２�　

Ｑ
‐
Ｕ
の
結
果
を
も
と
に
し
た
学
級

経
営
研
修

　
　

�　

一
つ
の
学
級
に
つ
い
て
二
学
期
以
降

の
取
組
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
そ
の
際

も
若
手
教
員
と
中
堅
教
員
で
の
グ
ル
ー

プ
協
議
を
行
い
、
担
任
の
悩
み
を
共
有

し
、
全
教
員
で
学
級
へ
の
支
援
を
確
認

す
る
。

三　

成
果
と
課
題

㈠�　

意
図
的
に
若
手
教
員
と
中
堅
教
員
で
グ

ル
ー
プ
協
議
さ
せ
る
こ
と
で
、
中
堅
教
員

の
学
級
経
営
や
学
習
指
導
に
関
す
る
方
策

が
共
有
さ
れ
、
若
手
教
員
の
資
質
・
能
力

の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。

㈡�　

研
修
を
通
し
、
中
堅
教
員
が
日
頃
か
ら

若
手
教
員
の
悩
み
を
聞
い
た
り
、
改
善
策

を
提
案
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
、
自
身

の
学
級
経
営
や
学
習
指
導
を
振
り
返
る
契

機
と
な
っ
た
。

㈢�　

目
標
達
成
の
た
め
の
方
策
を
、
い
か
に

継
続
さ
せ
る
か
が
課
題
と
な
る
。
そ
の
解

決
の
た
め
に
は
、
誰
が
、
い
つ
、
ど
の
よ

う
に
支
援
し
て
い
く
か
を
明
確
に
し
、
一

人
一
人
に
常
に
目
標
や
方
策
を
意
識
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

み
よ
い
環
境
を
調
べ
、
ま
と
め
た
こ
と
を

全
校
に
伝
え
た
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
、

ザ
リ
ガ
ニ
を
大
切
な
相
手
と
し
て
、
校
地

内
の
ビ
オ
ト
ー
プ
に
放
す
姿
が
生
ま
れ
た
。

㈡　

社
会
環
境
と
人
と
の
か
か
わ
り
の
例

　

�　

六
年
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
は
、

「
片
貝
ま
つ
り
」
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
身
近
な
人
た
ち
を
中
心
に
調
べ
、
持
続

可
能
な
ま
つ
り
に
す
る
た
め
の
提
言
を
ま

と
め
た
。
そ
し
て
、
明
治
時
代
の
三
尺
玉

打
上
成
功
ま
で
を
劇
化
す
る
こ
と
を
通
し

て
、
過
去
・
現
在
・
未
来
に
お
け
る
「
片

貝
ま
つ
り
」
と
自
分
と
の
か
か
わ
り
を
考

え
る
姿
が
生
ま
れ
た
。

四　

成
果
と
課
題

㈠�　

校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
自

然
・
社
会
環
境
を
生
か
し
た
全
体
計
画
・

年
間
指
導
計
画
を
、「
資
質
・
能
力
」
の

視
点
か
ら
改
善
し
、
実
践
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
地
域
の
環
境
・
人

材
等
の
資
源
を
発
掘
し
、
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
の
活
用
が
進
ん
だ
。　

㈡�　

単
元
開
発
に
必
要
な
体
験
的
教
職
員
研

修
を
継
続
的
に
実
施
し
、
単
元
を
時
代
に

合
わ
せ
て
修
正
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

学
習
活
動
を
通
し
て
、
児
童
の
問
題
解
決

能
力
を
さ
ら
に
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
く
。

特 別 寄 稿

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
に
つ
い
て

弁
護
士
（
新
潟
市
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
）

小
金
澤　

俊
裕

一　

は
じ
め
に

　
「
有
識
者　

特
別
寄
稿
」
と
い
う
原
稿
の

執
筆
依
頼
を
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
自
分

が
「
有
識
者
」
に
該
当
す
る
と
考
え
た
こ
と

は
な
く
、
原
稿
を
お
断
り
し
よ
う
と
も
考
え

ま
し
た
が
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
々
か

ら
の
依
頼
で
し
た
の
で
お
受
け
し
ま
し
た
。

　

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
と
は
い
え
、
弁
護
士

が
「
教
育
」
に
関
わ
る
こ
と
を
書
き
ま
す
の

で
「
教
育
の
何
が
分
か
る
の
だ
。」「
無
礼

者
。」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
新
潟
の
「
教
育
」
に
資
す
る
部
分
も

あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
何
卒
ご
容
赦
い
た
だ

け
る
と
幸
い
で
す
。

二　

学
校
問
題
の
対
応
困
難
化

　

新
潟
市
の
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
が
発

足
し
て
四
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

相
談
件
数
は
、
初
年
度
か
ら
次
第
に
増
加

し
て
昨
年
度
は
一
〇
〇
件
に
到
達
し
、
相
談

を
受
け
る
事
案
も
次
第
に
困
難
化
し
て
い
ま

す
。
そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
保
護
者
が

学
校
問
題
に
つ
い
て
「
教
育
」
の
視
点
に
よ

る
対
応
だ
け
で
は
な
く
、「
責
任
追
及
」
の

視
点
に
よ
る
対
応
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

想う

　

児
童
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
例
に
挙
げ
る
と
、

学
校
が
児
童
に
事
実
確
認
を
行
い
、
児
童
の

反
省
を
促
し
、
児
童
間
の
関
係
性
を
修
復
す

る
こ
と
で
児
童
を
成
長
さ
せ
な
が
ら
ト
ラ
ブ

ル
を
解
決
す
る
こ
と
が
学
校
問
題
の
基
本
的

な
対
応
方
法
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年

は
、
加
害
者
・
被
害
者
の
立
ち
位
置
の
確
定
、

加
害
者
の
処
遇
（
別
室
登
校
に
よ
る
隔
離

等
）、
警
察
相
談
、
保
護
者
間
で
の
謝
罪
や

損
害
賠
償
請
求
等
の
「
責
任
追
及
」
の
視
点

に
よ
る
対
応
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
保
護
者
が
学
校
に
対
し

て
「
事
な
か
れ
主
義
」
や
「
隠
蔽
」、「
被
害

者
の
軽
視
（
加
害
者
の
保
護
）」
等
の
批
判

を
す
る
時
に
は
、
学
校
の
「
教
育
」
の
視
点

と
保
護
者
の
「
責
任
追
及
」
の
視
点
の
相
違

が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

学
校
と
保
護
者
の
視
点
の
相
違
が
生
じ
て

い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
校
問
題
へ
の
対
応

が
困
難
化
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

三　

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
の
必
要
性

　

私
は
、
学
校
が
保
護
者
の
「
責
任
追
及
」

の
視
点
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か

と
い
う
点
に
、
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
の

必
要
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
学
校
は
「
教
育
」
の
場
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
学
校
問
題
へ
の
対
応
も
「
教
育
」

の
視
点
に
基
づ
い
て
行
う
こ
と
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。
事
案
の
軽
重
や
悪
質
性
等
に

も
よ
り
ま
す
が
、
成
長
段
階
に
あ
る
児
童
に

必
要
な
の
は
「
教
育
」
だ
と
思
い
ま
す
。「
責

任
追
及
」
は
、
児
童
の
健
全
な
成
長
を
阻
害

す
る
恐
れ
さ
え
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
私
は
「
責
任
追
及
」
の
視
点

を
学
校
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
違
和
感
が
あ

り
ま
す
が
、
近
年
の
学
校
問
題
は
「
責
任
追

及
」
の
視
点
を
持
た
な
い
ま
ま
で
は
対
応
す

る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
は
、

保
護
者
の
「
責
任
追
及
」
の
視
点
に
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
か
を
検
討
せ
ざ
る
を
得
ず
、

学
校
が
対
応
で
き
な
い
も
の
、「
教
育
」
に

取
り
込
め
る
も
の
等
、
学
校
と
保
護
者
の
視

点
の
相
違
を
整
理
し
な
い
と
学
校
問
題
へ
の

対
応
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
が
、
学
校
と
保
護
者

の
視
点
の
相
違
の
整
理
の
道
筋
を
つ
け
る
こ

と
で
、
学
校
問
題
の
対
応
に
資
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

四　

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
の
目
的

　

私
は
、
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
の
目
的

に
つ
い
て
、
学
校
が
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の

活
動
（
個
々
の
学
校
問
題
の
対
応
や
研
修

等
）
を
通
じ
て
法
的
な
考
え
方
や
紛
争
対
応

の
考
え
方
を
身
に
付
け
、
学
校
問
題
へ
の
対

応
力
を
向
上
さ
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
の
目
的
は
、
ス

ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
が
個
々
の
学
校
問
題
の
対

応
に
関
わ
る
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
仮
に
、
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
の
目

的
を
個
々
の
学
校
問
題
の
対
応
に
関
わ
る
こ

と
と
考
え
て
し
ま
え
ば
、
制
度
が
普
及
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
、
学
校
問
題
の
対
応
か
ら
「
教

育
」
の
視
点
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
、「
責
任

追
及
」（
司
法
）
の
視
点
に
よ
る
対
応
と
な

っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
は
よ
り

充
実
し
た
「
教
育
」
を
行
う
た
め
の
制
度
で

あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

五　

お
わ
り
に

　

私
は
、「
学
校
」
に
一
番
大
事
な
も
の
は

「
信
頼
」
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
価
値
観
の
多
様
化
等
の
社
会
の
変
化

に
よ
っ
て
、
学
校
が
「
信
頼
」
を
得
に
く
い

時
代
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
現
在
で

も
多
く
の
保
護
者
は
学
校
を
「
信
頼
」
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
「
信
頼
」
は
昔
に
比
べ
る

と
脆
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

学
校
は
ど
の
よ
う
に
「
信
頼
」
を
勝
ち
得

て
い
く
の
か
、
そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な

「
教
育
」
を
す
べ
き
か
を
検
討
せ
ざ
る
を
得

な
い
時
代
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ス

ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
も
、
学
校
が
社
会
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
一
つ
の
手
が
か
り

な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

学
校
が
、
こ
れ
か
ら
先
の
将
来
も
「
教

育
」
の
場
と
し
て
児
童
や
保
護
者
、
社
会
の

「
信
頼
」
を
勝
ち
得
て
い
け
る
こ
と
を
祈
っ

て
い
ま
す
。
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的
な
ふ
る
さ
と
学
習
の
充
実
や
新
た
な
環
境

学
習
に
取
り
組
む
会
員
の
発
表
が
あ
り
、
い

か
な
る
状
況
の
中
で
も
歩
み
を
止
め
な
い
姿

に
大
い
に
刺
激
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
七
月
の
研
修
は
、
講
話
と
講
演
を

い
た
だ
く
機
会
と
し
た
。
十
日
町
市
前
教
育

長
の
講
話
と
地
元
養
豚
場
経
営
者
の
講
演
の

二
本
立
て
で
、
新
た
な
視
点
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。
現
代
の
子
ど
も
た
ち
の
姿
と
教
育

の
方
向
性
に
つ
い
て
、
多
く
の
示
唆
と
今
後

へ
の
期
待
を
受
け
、
会
員
一
同
、
決
意
を
新

た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二　

つ
な
が
り
を
深
め
る

　

こ
の
二
年
間
は
、
親
睦
を
深
め
る
機
会
が

も
ち
に
く
い
。
し
か
し
、
我
ら
十
日
町
市
・

中
魚
沼
郡
校
長
会
に
は
、
会
誌
「
波
多
岐

（
は
た
き
：
中
世
の
当
地
域
の
呼
び
名
）」

が
あ
る
。
会
員
の
思
い
を
綴
る
随
筆
集
で
あ

る
。
こ
れ
が
会
員
相
互
の
つ
な
が
り
を
深
め

る
大
切
な
ツ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
。
過
去
二

十
年
分
を
ま
と
め
て
厚
い
冊
子
に
し
た
年
も

あ
る
。
会
員
の
個
性
と
生
き
方
、
教
育
観
が

漂
う
貴
重
な
会
誌
が
、
当
校
長
会
の
伝
統
と

し
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
宝
物
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
今
後
も
互
い
に
学
び
合
い
、

つ
な
が
り
合
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

力
を
高
め
合
っ
て
い
く
校
長
会
で
あ
り
た
い
。

学校紹介
一　

校
歌
に
こ
め
ら
れ
た
思
い

　

児
童
数
百
三
十
名
の
上
田

小
学
校
は
、
父
な
る
金
城
山

の
麓
、
母
な
る
登
川
の
ほ
と

り
に
あ
る
。
校
区
を
貫
く
清

水
街
道
は
日
本
百
名
山
の
一

つ
、
巻
機
山
に
向
か
っ
て
ま

っ
す
ぐ
に
伸
び
て
い
る
。
令
和
二
年
度
創
立

に
合
わ
せ
て
編
ま
れ
た
校
歌
に
は
、
こ
の
上

田
の
地
と
同
様
に
ま
っ
す
ぐ
ひ
た
む
き
に
生

き
る
子
ど
も
た
ち
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
の
願

い
を
込
め
て
、「
ひ
と
す
じ
に
」
の
言
葉
が

繰
り
返
し
歌
わ
れ
て
い
る
。
第
一
上
田
小
と

第
二
上
田
小
、
百
十
三
年
の
よ
き
伝
統
を
受

け
継
ぎ
、
新
た
な
歴
史
を
つ
く
る
気
概
を
も

ち
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
つ
に
な
っ
て

歩
み
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二　

伝
統
を
受
け
継
ぐ
探
鳥
会

　

第
二
上
田
小
学
校
は
、
昭
和
三
十
九
年
に

新
潟
県
愛
鳥
モ
デ
ル
校
第
一
号
の
指
定
を
受

け
、
以
来
五
十
数
年
、
愛
鳥
活
動
を
続
け
て

き
た
。
学
校
を
拠
点
と
し
な
が
ら
、
地
域
の

青
少
年
健
全
育
成
会
が
主

体
と
な
っ
て
運
営
す
る
定

期
的
な
観
察
活
動
「
探
鳥

会
」
は
、
親
子
で
自
然
と

ふ
れ
合
う
恒
例
の
行
事
と

な
っ
て
い
る
。
児
童
会
の

環
境
委
員
会
に
よ
る
愛
鳥
図
鑑
や
ク
イ
ズ
作

成
を
始
め
と
す
る
愛
鳥
活
動
は
、
自
然
に
親

し
む
環
境
学
習
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
は
経
年
デ
ー
タ
か
ら
鳥
の
分

布
の
変
化
を
感
じ
て
い
る
。
環
境
が
こ
の
ま

ま
続
く
訳
で
は
な
い
と
実
感
を
も
っ
て
学
び
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
る
。

三　

子
ど
も
は
地
域
の
宝

　

昨
年
度
ウ
イ
ル
ス
禍
で
中
止
と
な
っ
た
運

動
会
に
代
わ
る
行
事
を
と
、
上
田
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
実
現
を
可
能
に
し
た
の
は
、
地
域
の

力
で
あ
る
。
育
成
会
が
主
体
と
な
り
、
地

域
・
保
護
者
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
め
る
場
を
ゼ
ロ
か
ら
創
り
上
げ
た
。

地
域
に
は
他
に
も
上
田
ふ
る
さ
と
協
議
会
、

後
援
会
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
等
、
一
声
掛
け
れ

ば
子
ど
も
の
た
め
に
力
を
惜
し
ま
な
い
心
強

い
ス
タ
ッ
フ
が
揃
っ
て
い
る
。

　
「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
」
で
あ
る
。
バ
ト

ン
を
受
け
継
ぎ
、
上
田
か
ら
未
来
を
つ
く
る

人
材
を
育
む
学
び
舎
で
あ
り
た
い
と
願
う
。

　

十
日
町
市
と
中
魚
沼
郡
津
南
町
は
、
縄
文

時
代
か
ら
歴
史
を
刻
み
、
豊
か
に
発
展
し
て

き
た
「
妻
有
郷
」
で
あ
る
。
十
日
町
市
博
物

館
に
は
「
国
宝
火
焔
型
土
器
」
が
収
蔵
さ
れ

て
い
る
。
津
南
町
は
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認

定
さ
れ
、
地
球
規
模
で
の
大
地
の
成
り
立
ち

か
ら
豊
か
に
環
境
学
習
を
展
開
で
き
る
。

　

十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡
小
学
校
長
会
は
、

二
十
名
の
会
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
豊
か

な
歴
史
と
自
然
に
学
ぶ
教
育
活
動
の
充
実
、

新
た
な
教
育
課
題
へ
の
挑
戦
等
、
個
々
の
学

校
運
営
に
学
び
つ
つ
、
情
報
交
換
を
密
に
し

て
、
つ
な
が
る
こ
と
で
力
量
を
高
め
て
い
る
。

一　

研
修
を
深
め
る

　

郡
市
校
長
会
と
し
て
は
、
年
二
回
の
総
会

と
年
三
回
の
定
例
会
を
開
催
し
て
い
る
。
各

市
・
町
の
校
長
会
が
別
に
七
回
ず
つ
あ
る
。

年
三
回
の
定
例
会
が
自
主
的
に
運
営
す
る
研

修
の
場
で
あ
る
。
運
営
は
郡
市
内
を
四
ブ
ロ

ッ
ク
に
分
け
て
輪
番
で
行
い
、
各
地
区
の
特

色
を
生
か
し
た
研
修
会
を
企
画
し
て
い
る
。

　

今
年
度
五
月
の
第
一
回
定
例
会
で
は
、
担

当
の
十
日
町
市
北
地
区
か
ら
三
校
が
話
題
提

供
を
行
っ
た
後
、
グ
ル
ー
プ
別
フ
リ
ー
ト
ー

ク
を
行
っ
た
。
今
年
度
は
、
や
は
り
ウ
イ
ル

ス
禍
の
中
で
の
運
動
会
等
の
学
校
行
事
運
営

が
喫
緊
の
課
題
と
し
て
情
報
交
換
の
中
心
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
限
ら
ず
、
伝
統

十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡
小
学
校
長
会

南
魚
沼
市
立
上
田
小
学
校

妻
有
郷
の
歴
史
と
自
然
の
中
で

　
個
の
力
と
つ
な
が
る
力
を
高
め
る

ひ
と
す
じ
に
　
愛
鳥
モ
デ
ル
校
と
し
て

　
地
域
に
学
び
未
来
を
つ
く
る
上
田
小

郡市だより


